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ITでオフィスを元気にする提案を

ックアップデータはセンターに置く。ASPやBPOなどを

それぞれ使い分けてコスト削減とセキュリティ対策を実

現していくのが現実的ではないでしょうか。大塚商会で

はこうしたニーズに応えるために、都内と関西地区に加

えて、新たに秋葉原にもデータセンターを設置いたしま

した。

不況下であっても営業を続けるためには、電話、コピ

ー、FAXなどのOA機器は欠かせませんし、回線やオフ

ィスサプライ、サポートも必要です。CO2削減施策など環

境対応のソリューションも求められます。省エネ照明の切

り札として普及が見込まれるLEDなども4月から省エネ

環境推進のため助成金が交付されます。これらのソリュ

ーションを、お客様のニーズを捉えて総合的に組み合わ

せて提案できれば、大きなビジネスチャンスになります。

◆ ITで会社を強くするお手伝い

ここしばらく厳しい企業環境が続くものと思いますが、

やがてどの企業においてもIT環境を本格的に整えなく

てはならない年になると思います。

企業が事業を継続していくためには、コスト削減や生

産性を向上させることが必要ですが、倒産してしまって

は、生産性向上もコスト削減もないのです。しかし、不

況期の不安感があるときには、なかなか投資に踏み切

れません。でもその不況の不安感がなくなったときに、

企業を元気にできるのはITしかないのです。

大塚商会の2009年のスローガンは「ITでオフィスを元

気にし、お客様の信頼に応える」です。昨年は社内シス

テムを刷新しました。情報系のExchangeを刷新して、

モバイル系を含めて連動性を見直しましたので、情報

系サービスインフラという根幹部分を一新しています。

これは自社で経験して体感した良い点を、お客様に提

案することができるということで、思い切って大きなIT

投資をしたのです。これから現場と連携してサービスレ

ベルを上げていくことが可能です。データ統合、コンプ

ライアンスの仕組みづくりなどITを使った大塚商会の実

証事例はまだまだあります。大塚商会自体をモデルケ

ースあるいはショールームとして、パートナーの皆様の

お客様へもぜひご提案していただきたいと思います。

◆サービス＆サポートを
ぜひご活用ください

ディストリビュータとしての大塚商会の特色は、マルチベ

ンダー、マルチフィールドでハードウェアやソフトウェア商材

に留まらず、サービス＆サポートを提供できることです。こ

れらを大塚商会が社内改革や営業活動で培ったノウハ

ウとともにお届けすることができます。さらにエコ商材を

はじめとした各種サプライ品をパートナー様のソリューショ

ンとして、ご利用いただける仕組みの「TPS-SHOP」や、

機能を充実させ一層使いやすい形にして提供する「BP

プラチナ」は、他社にはない大きなアドバンテージです。

昨年から開始しましたBP事業部内にSEを常駐させ

て、パートナー様のソリューション提案やシステム導入の支

援を行うサービスも好評です。昨年1年間で数多くのパー

トナー様にご利用いただきました。こうしたシステム構築

や提案には豊富な経験と専門知識が重要です。経験に

裏打ちされたノウハウを持った大塚商会にしかできない

サービスですので、パートナー様がビジネスチャンスを捉え

るためにもどんどんご利用いただきたいと思います。

さらに、専門性が高い課題につきましては、大塚商会

のグループ企業がお手伝いします。オープンソースや専

門性の高いソフトウェア、オフィスの設計から受託開発ま

で、技術力とサポート力で必ずお役に立てることと思

います。お困りのことがあればどんなことでもご相談

ください。

先行き不安が少しでも払拭されてきた時、最新のIT

環境で社内を整えた企業の伸長は高いのです。しかも

不況に強い財務体質に改善することもできます。パート

ナー様とともに、お客様の目線で、コスト削減と生産性

向上がITで実現できることをしっかりと複合提案で訴

えたいと思います。そして明るさを見出せる一年にする

べく、BP事業部は精一杯努力いたしますので、今年も

より一層のご愛顧を賜りますようにお願い申し上げます。
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◆厳しさを増す2009年の市場環境

2007年の後半からある程度厳しい世の中になってい

くだろうと感じたので、昨年は公表予算数字を低めに

してスタートしました。投資家からは不評でしたが、こ

の感覚はある程度正しかったと思います。

下期は、かつて経験したことのない石油価格や原材

料価格の高騰に続き、米国からのリーマン・ショックと

急速な円高が襲いました。国内では基軸産業のひと

つである自動車業界の大幅な減産と不振、国内上場

企業の倒産件数も過去最高となり、一気に不況感が強

まりました。

私も予測して準備してきたつもりですが、それ以上の

ものでした。それだけ市場の動きが激しくなっています。

世界経済から見れば基軸通貨のドルが機能不全を起

こしています。今はグローバル化していること、レバレッ

ジがかかっている分金額が大きいことなど、1929年の

世界恐慌当時と比べて規模が大きく、世界同時不況の

出口はまだ見えていません。何とか対策を立てて対応

しようと世界各国は、国という範疇を超えて協調して動

いています。けれども、しばらくは厳しい経済環境が続

くのではないかと思っております。今が一番ふんばる時

期かもしれません。

◆ 2009年のビジネスチャンスは

しかし向かい風ばかりではありません。今年も新し

いビジネスチャンスはあります。通信ではWiMAXなど

が試験開始され、回線環境が見直されてくるでしょう。

また2000年対応以後2順目のリプレイス時期にあたりま

すし、IPv6対応が真近になってきます。J-SOX法対応

も見直される時期になるなど、いろいろ考えれば悪い

話はないのです。

昨年から、ブレード化や仮想化を前提としたサーバ

の統合が進んでいます。すべてがサーバ統合すれば良

いかというとそうでもありません。障害時のレスポンス

のことなどを考えれば基幹系は自社オフィスに置き、バ
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  景気後退期の中でこそ
ビジネスチャンスを掴む

ITトレンド
年の

2008年は100年に一度という未曾有の金融危機の年となった。米国のサブプライムローン問題に端を
発する危機は、米国の金融資本を直撃し、大手証券会社や大手保険会社の経営破綻という事態にまで至っ
た。米国経済の破綻は世界経済に深刻な影響を与え、世界規模の金融危機という事態になっている。そし
て迎えた2009年は金融危機が実体経済にまで影響を及ぼし、2008年を上回る景気悪化が予想される。
しかし、見方を変えればこのような景気後退期にこそビジネスチャンスはある。今回の特集では2009年
のITトレンドを展望し、危機の中にも光っているビジネスチャンスという鉱脈を探っていくことにする。

巻頭特集 2009年のITトレンド
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Vistaである。Windows Vistaは2006

年11月末に企業向けのボリュームライセ

ンスの提供が開始され、2007年1月に

全世界で正式に販売開始された。

Windows Vistaは、当初、マイクロソフ

トによれば「Windows 95以来の大きな

変革をクライアントPCにもたらす」はずで

あった。

実際、Windows 2000のマイナーバー

ジョンアップにすぎなかったWindows

XPとは異なり、Windows Vistaの内部

アーキテクチャは根本的に刷新されたも

のであり、メジャーバージョンアップと呼

ぶにふさわしいものだった。Windows

Vistaを語る時、多くの人は新しいシェル

によるメニューやウィンドウの表示方法、

Windows Aeroと呼ばれる3Dグラフィ

ックスを用いた視覚効果に目を奪われが

ちだが、Windows Vistaの革新性はそ

の内部アーキテクチャにある。従来の32

ビットWindows OSで採用されていた

Win32 APIは廃止され、新たに.NET

Framework 3.0が搭載された。これに

より、Windowsアプリケーションの開発

環境は大きく変わった。

また、信頼性に関わるセキュリティ機能

にも、目を見張るものがある。Windows

Vistaでは、UAC（ユーザー・アカウント・

コントロール）と呼ばれる機能により、ボ

ットウイルスなどの脅威からシステムを保

護する。一部のWindowsアプリケーショ

ンはUACとの相性が悪く、当初は不具

合も報告されたが、現在ではアプリケー

ション側が対応を済ませており、積極的

に評価できる機能だ。

だが、Windows Vistaの普及を妨げ

る2つの大きな要因があった。それは

第一に、開発段階で新しいファイルシ

ステム（WinFS）が削除されてしまった

ことだ。Windows Vistaのファイルシ

ステムは、Windows 2000やWindows

XPと同様のNTFSである。仮に

Windows Vistaに新しいファイルシステ

ムが搭載されていたら、マイクロソフト

の言うように、「Windows 95以来の大

きな変革をクライアントPCにもたらす」

ものとなったはずである。

そして第二の要因として、

Windows Vistaはハードウェア

要件のハードルが高く、スペッ

クの低いクライアントPCでは、

満足なスピードで動作しない、

ということがあった。Windows

Vistaの企業への導入がスム

ーズに進まなかった最大の理

由は、おそらくこの点だろうと思

われる。現在のクライアントPC

はハードウェアが簡素化し、

CPU以外のプロセッサは搭載

しない方向に進んでいる。だが、

Windows Vistaの3Dグラフィックスを用

いた視覚効果は、高速なGPUがないと

動作しない。また、信頼性とセキュリティに

重きを置いて開発されたため、カーネル

自体が重いという欠点もあった。

そこで、マイクロソフトは、次期クライ

アントOSのWindows 7を2009年中に

2009年のITトレンドを占う前に、ここ

では、過去10年間のITの動向を簡単

に振り返ってみる。

今から10年前の1999年といえば、前

年から米国でITバブル経済の崩壊が

始まっており、2000年には日本国内で

もITバブル経済の崩壊が始まる、まさ

に分岐点の年であった。市場にはす

でに暗いムードが漂っていた。

1990年代には、メインフレームに代

わって、UNIXやWindowsといったオ

ープン系システムが急速に普及し、IT

の将来性を疑う者はいなかった。だが、

あまりにも急速なインターネットの普及

は、ネット系ベンチャー企業への過剰

な投資を促し、実体とかけ離れたIT

バブル経済を生んでしまった。そのよ

うな意味で、ITバブル経済の崩壊は、

起こるべくして起こったものと言えるだ

ろう。

ITバブル経済の崩壊は、現在、私

たちが直面している米国のサブプライ

ムローン問題に端を発する世界規模の

金融危機と比較すれば、はるかに規模

の小さいものだったが、現在の危機的

経済環境に生かす教訓を引き出すこと

はできる。それは「このような時期に安

定経営で乗り越えた企業が、次のフェ

ーズで大きく成長する」というシンプル

でわかりやすい教訓だ。

資本主義経済は好況と不況の循環

を繰り返す。これは避けようのない事

実だ。では、定期的にやってくる景気後

退期に企業がするべきことは何だろう

か。それは、無理に成長率を維持する

ことではなく、安定を維持することだ。

無理に事業拡大を目指すのではなく、

現在の安定を維持する。そして、その

ために有効な投資を行う。この原則に

立つことが、今年あらゆる企業に求め

られるのではないだろうか。

ITバブル経済崩壊後の市場を牽引

したのは、やはりITであった。ネット系

ベンチャー企業への過剰な投資はなく

なったが、インターネットの普及は続き、

現在では新聞やTVなど、あらゆる通

信メディアを陳腐化させている。クライ

アントPCだけでなく、携帯電話やゲー

ム機など、あらゆる端末がインターネッ

トに接続している。

インターネットの普及にともなって、企

業内システムのあり方も大きく変わっ

た。現在では、あらゆる企業内システ

ムが、インターネットへの対応を迫られ

ている。インターネットを介して、社外か

ら企業内システムにアクセスするVPN

などの仕組みがその一例であり、ソフ

トウェアそのものをWebサービスとして

提供する考え方（クラウドやSaaSなど、

後述）もその一例だ。

だが、こうしたインターネットの普及は、

一方で課題を生むことになった。それ

は第一に、ウイルスやワームなどのイン

ターネット上の脅威から企業内システム

を守ることであり、第二に、地球環境

に与える悪影響を抑制するために、増

え続けるデータセンターからの排熱や

空調使用による消費エネルギーを削減

することだった。今日あらゆる企業が

インターネット上の脅威への対抗、グリ

ーンITという標語に代表される環境へ

の配慮を抜きに、企業内システムを考

えられないところまできている。

さらに、2008会計年度から施行され

た日本版J-SOX法による内部統制は、

企業の会計監査や財務報告を厳しく規

制することとなり、企業内システムも内

部統制への対応を迫られた。1990年

代には、クライアント・サーバ型システム

による、限りない水平方向へのシステ

ムの拡張が行われたが、現在では逆

に、システムの集中と管理が重要な課

題になっている。個人情報保護法が求

める情報漏えい対策の必要性も、シス

テムの集中と管理を要求している。

このような21世紀の10年間の歩みを

経て、2009年のITトレンドを探っていく。

現在、マイクロソフトが提供しているク

ライアントPC向けのOSは、Windows

次期クライアントOS
Windows 7の登場
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デスクPCを追い抜いた。

データセンターの仮想化＝ディザスタ
リカバリ・ソリューションも進展

低価格
ミニサイズ
高パフォーマンス

市場牽引の
可能性

ネット
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次期クライアントOS『Windows 7』の画面
2009年から10年にかけて提供開始予定の『Windows 7』は、ブート
時間が短縮されるとともに、画面描画が高速化される。タッチパネ
ル方式による新しいユーザインターフェースなども搭載される予定。

キーワード 1



提供開始するとしている（公式には2010

年 初頭の販売開始予定）。この

Windows 7は、Windows Vistaのマイ

ナーバージョンアップだが、Windows

Vistaで指摘されたさまざまな問題が

解決されるという。

最大の改良点はスピードだ。2008年

10月に開催されたPDC（マイクロソフト

のソフトウェア開発者向け会議）で公開

されたWindows 7のデモは、スペック

の低いネットブックでも満足なスピード

で動作することをアピールするものだっ

た。Windows 7では、ブート時間が短

縮されるとともに、Direct3D 11の2D

アクセラレーションが高速化されるた

め、画面描画も高速化される。そのほ

か、マルチタッチという、タッチパネルを

用いる新しいユーザインターフェイスな

ども搭載される予定だ。

Windows 2000のマイナーバージョ

ンアップにすぎなかったWindows XP

が多くの企業に受け入れられ、5年以

上の長期間にわたって愛用されたよう

に、Windows Vistaのマイナーバージ

ョンアップにすぎないWindows 7が多

くの企業に受け入れられ、愛用される

可能性は大いに考えられる。販売店

の皆様は、今からWindows 7へのアッ

プグレードの提案を準備しておく必要

がある。

深刻な金融危機にもかかわらず、ク

ライアントPCの出荷台数は伸び続けて

いる。調査会社のIDCが2008年9月に

発表したレポートによれば、2008年の

世界のPC出荷台数は15.7％増の成長

を遂げ、3億1,100万台に達すると予測

されている。また、2009年以降に成長

率は鈍化するものの、2012年まで9％

台の成長率を維持し、2012年の世界

のPC出荷台数は4億8,200万台を超え

ると予測されている。

こうした市場の成長を牽引している

のは、ノートPCだ。ノートPCの出荷台

数が、デスクトップPCの出荷台数を初

めて上回ったのは2000年のこと。その

後もクライアントPC市場の成長を牽引

してきたのは、ノートPCだ。特に、2008

年に大きな話題となったのは、主にイ

ンテルのAtomプロセッサを搭載した低

価格・小型軽量のノートPCが各社から

販売され、ヒットしたことだ（HPはVIAの

C7プロセッサを採用している）。こうした

低価格・小型軽量のミニノートPCは一般

的にネットブックと呼ばれる。

従来のノートPCは、本体がA4サイズ

ないしB5サイズで、価格もデスクトップ

PCに比べて割高だった。こうした既成

概念を完全に覆したのがネットブックだ。

ネットブックの特長を簡単に言えば、10

型以下の小型液晶ディスプレイを採用す

ることにより（8.9型液晶が主流）本体を

小型軽量化していることだ。加えて店

頭実売価格で5～10万円という低価格

を実現している2点が挙げられる。イン

テルのAtomプロセッサは性能を犠牲

にすることなく低消費電力を実現してお

り、長時間のバッテリー駆動を可能とす

る。ある意味で、ポータブル・コンピュー

クライアントPC市場の
トレンドはモバイル
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タの必要条件を満たしているのが、ネッ

トブックであるとも言えるだろう。

だが、ネットブックが従来のノートPC

を駆逐することは、おそらくないだろう。

なぜなら、ネットブックはビジネス用途

のメインPCとして使用するのに適さな

いのである。ネットブックの主な想定用

途は、小型･軽量という特長ゆえに外

出先でのWebの閲覧やメール送受信

が中心になり、あらゆる業務処理をネ

ットブックに依存するのは無理がある。

しかしこうしたデメリットを差し引いて

も、ネットブックは未知の可能性を秘め

ている。それは、外出先での常時接続

を提供するインターネット端末という可能

性だ。2010年以降に商用サービスが本

格化すると見込まれている無線WAN環

境で、その可能性は現実的なものとな

るはずだ。

将来の無線WAN環境としては、現

在、モバイルWiMAX、次世代PHS、

LTE（Long Term Evolution）の3つの

規格が、商用サービス開始に向けてし

のぎを削っている。だが、これら3つの

規格は競合関係にあるが物理層は共

通であるなど技術的には似たところが

多い。異なるのはサービスを提供する

プロバイダだ。モバイルWiMAXのサ

ービスは、日本では、KDDIやインテル

などが株主となっているUQコミュニケ

ーションズによって提供される。次世代

PHSのサービスを提供するのは、ウィル

コムだ。そして、携帯電話キャリア3社

は、LTEのサービス提供を行うことが

予定されている。

現時点ではどのサービスが主流とな

るか判然としないが、2010年以降は、

こうした無線WAN環境によって、外出

先でもインターネットへの常時接続が可

能になると予想される。販売店の皆様

は、こうした無線WAN環境の動向を見

据えて、お客様へのノートPCや携帯電

話の提案を行っていく必要がある。

常時接続インターネットの普及は、ソ

フトウェアの形態そのものを根底から

問い直すこととなった。今日、誰もが当

たり前のように、インターネット上で提供

される各種サービスを、あたかもロー

カルディスク上のアプリケーションのよ

うに利用している。言い換えれば、ソ

フトウェアとサービスの境界線は曖昧に

なり、両者がオーバーラップしているの

だ。こうした新しいソフトウェ

アとサービスの形態を、クラ

ウドコンピューティング（主にグ

ーグル陣営が用いる用語）や

S&S（ソフトウェア&サービス）

またはSaaSと呼んでいる。

このように言うと、かつてな

い大きな変革が起きているか

のような錯覚にとらわれるが、

このような考え方は以前から

ある。たとえば、ホスティング

サービスなどがその一例だ。自社でメ

ールサーバやWebサーバを持つことが

難しい、あるいはサーバの維持管理に

かかるコストを削減したいといったニー

ズを持つ中堅・中小企業ユーザに、ホ

スティングサービスは積極的に導入され

てきた。

現在、クラウドやSaaSと呼ばれてい

るサービスは、ホスティングサービスを

さらに推し進め、従来はパッケージソ

フトウェアが提供していた機能を含めて

あらゆるリソースをWebに統合してしま

おうという考え方だ。当然そこでは新

しいサービスの提供形態によりビジネ

スのチャンスが生まれるとともに、顧客

にサービスを提供する無数のサーバ群

を設置する巨大なデータセンターの需

要が増加する。

しかしながら、現在利用するサービ

スすべてがクラウドに移行するとは考

えにくい。それはビジネスソースをクラ

ウドの「向こう側」のサーバに依存する

だけの信頼性がないからだ。徐々にク

ラウドサービスに依存する比率は高く

なるとしても、利用されるサービスは短

期間の利用などに限られるのではない

だろうか。

とはいえ、2009年の景気は米国の金

融破綻を引き金として、世界的な金融

不安に至った2008年を上回って悪化す

ることが予想される。不安は実体経済

にまで及び、あらゆる業界で成長率は

鈍化せざるを得ないだろう。冒頭に述

べたようにこのような景気後退期に安

定を維持した企業は、その後の景気回

復期に大きな成長率を獲得する。将来

的にクラウドやSaaSを展望して、新し

いサービスの利用やデータセンターに

依存するお客様もいるはずだ。景気後

クラウドか？SaaSか？
信頼性を確保することがカギ

信頼性確保が課題

営業支援

ドキュメント管理

会計管理

グループウェア

クラウド・コンピューティング

●日本エイサー
Aspire one
CPU Atom N270（1.6GHz）
OS Windows XP Home 

Edition
ディスプレイ 8.9インチ
メモリ 1GB
HDD 120GB
通信 IEEE 802.11b/g

●ASUS
Eee PC 901-X
CPU Atom N270（1.6GHz）
OS Windows XP Home 

Edition
ディスプレイ 8.9インチ
メモリ 1GB
HDD 12GB（フラッシュメモリドライブ）
通信 IEEE802.11b/g、IEEE802.11n

●日本ヒューレット･パッカード
HP2133 Mini-Note PC

CPU VIA C7-M（1.2GHz）
OS Windows Vista  Home 

Basic
ディスプレイ 8.9インチ
メモリ 1GB
HDD 120GB

●レノボ･ジャパン
Idea Pad S10e
CPU Atom N270（1.6GHz）
OS Windows XP Home 

Edition
ディスプレイ 10.1インチ
メモリ 1GB
HDD 160GB
通信 IEEE 802.11b/g

●NEC
Lavie Light

CPU Atom N270（1.6GHz）
OS Windows XP Home 

Edition
ディスプレイ 8.9インチ
メモリ 1GB
HDD 160GB

●東芝
NB100
CPU Atom N270（1.6GHz）
OS Windows XP Home 

Edition
ディスプレイ 8.9インチ
メモリ 1GB
HDD 120GB
通信 IEEE802.11b/g

■拡大するネットブック市場

2008年からノートPC市場に登場したネットブック。昨年後半からは日本国内のベンダーも
ネットブック市場に続 と々参入した結果、出荷台数はノートPC市場の2割を占めるに至っている。

キーワード 2

キーワード 3
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退期の今、パートナーの皆様はそのよ

うなお客様に対して、適切で有効なIT

投資となるようにアドバイスを行って、関

係を築いておくことも重要だ。

仮想化という言葉は、IT業界では、

もはや一般的な用語として定着した感

がある。仮想化技術は、ソフトウェアを

ハードウェアから切り離し、ハードウェ

アに依存しないようにすることで、さま

ざまなメリットをもたらす。

たとえば、サーバの仮想化において

は、古いレガシーシステムを最新のハ

ードウェア上で稼動させることも可能に

なるし、複数のサーバを物理的に統合

し、複数のサーバアプリケーションを1

台のサーバ上で稼動させることも可能

になる。これまでは事業所ごとに、あ

るいは部門ごとに置かれてきたサーバ

を統合することによって、サーバやサー

バアプリケーションの維持管理にかか

るコストを削減することが可能となる。

また、サーバ統合すれば当然のよう

にストレージも統合したいというニーズ

が生まれる。そこで、ストレージの仮想

化は重要な技術となる。ストレージ統

合にはネットワークストレージ製品を用

いるのが普通だが、仮想化技術を用い

ればOSが混在した環境でのストレージ

統合が可能となる。つまり、ネットワーク

ストレージ製品に対する投資を無駄に

することなく、ストレージを統合できる

わけだ。

このように、仮想化の第一段階では、

主にサーバとストレージの仮想化が注目

されてきた。そこにおけるキーワードは

サーバ統合とストレージ統合であった。

しかし、仮想化技術は新たなフェー

ズに移りつつある。今後、到来すること

が予想される仮想化の第二段階では、

サーバやストレージの仮想化だけでなく

クライアントの仮想化をはじめ、データセ

ンターの仮想化までが実現するとも言わ

れている。クライアントを仮想化すれば、

従来と同様のクライアントPCを用いてシ

ンクライアント環境を実現することがで

きる。また、データセンターを仮想化す

れば、災害対策などのディザスタリカバ

リ・ソリューションも可能となる。このよう

に仮想化技術にはまだまだ多くの可能

性が秘められているのだ。

そこでは、ヴイエムウェアのVirtual

Centerや、マイクロソフトのSystem

Centerなどの統合管理ソフトウェアが

重要な役割を果たす。仮想化レイヤー

を提供するハイパーバイザーは、もは

や無償で提供される時代だ。これから

は、統合管理ソフトウェアが提供する機

能を活用して、仮想化技術のメリットを

最大限に引き出していかなければなら

ない。こうしたソリューション投資こそが、

2009年の景気後退期に無駄なコストを

削減し、お客様にメリットをもたらすも

のになるだろう。販売店の皆様は、第

二段階に入った仮想化がもたらすメリ

ットをお客様に説明し、ソフトウェアやハ

ードウェア製品のセールスに繋げてい

ただきたい。

経済の先行き不透明な2009年、お客

様には好況期に転じた時に飛躍する下

地づくりの提案を行っておきたい。

仮想化は第二段階へ
進化を続ける仮想化技術

40

サーバ仮想化 ストレージ仮想化 クライアントPC仮想化

仮想環境の統合管理
■仮想化の新たな段階

■仮想IT環境を管理する統合管理ソフト

●ヴイエムウェア
VMware VirtualCenter
・5つの主要コンポーネントで構成
・仮想マシンを迅速にプロビジョニング
・物理サーバと仮想マシンのパフォーマンスを監視

●マイクロソフト
System Center Virtual Machine Manager 2008 
・仮想化テクノロジ Hyper-Vに対応
・VMware ESX Server の管理にも対応
・3つの仮想化テクノロジを単一のコンソール
で集中管理

キーワード 4

大塚商会BP事業部は豊富な実績に

基づくノウハウでビジネスの成功に

つながる支援を行っています。お気

軽にお問い合わせください。
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日本のオープンソースソフトの先駆け
レッドハットのOSS

レッドハットのオープンソースソフトウェ

ア（以下、OSS）、『Red Hat Enterprise

Linux 5』（以下、RHEL5）と『JBoss

Enterprise Middleware』（以下、JBoss）

は、これまで大企業を中心に採用されて

きた。というのもOSSは、何らかの障害

やトラブルが生じた場合に、保守面で不

安があるため、自社に専任のシステム担

当者やLinux専門家がいる大手企業に

導入されがちだったと言える。

しかしレッドハットのディストリビュー

ションOSS製品群なら、試用版をダウ

ンロードできるので中堅中小企業など

でも試験的に運用して製品評価するこ

とができ安心だ。

レッドハットの名前を広めたのは、

カーネル、ドライバをパッケージにした

Linuxディストリビューションであり、エ

ンタープライズの最新版『RHEL5』は

2007年3月にリリースされた。仮想化

まで含めたコンピューティングインフラ

ストラクチャ全体において、高い運用

の柔軟性を提供している。既に

『RHEL5』を導入･運用しているユーザ

企業のCIOやシステム管理者の評価

は、まず既存OSからのリプレイスの容

易さを挙げる。2つ目にライセンス料金

が発生しない価格体系を挙げている。

『RHEL5』導入のメリットは、保守費用

にかわるサブスクリプション費用しか

発生しないローコストな点だ。大企業

や公的機関のなかには劇的なコストダ

ウンに成功したことから、関連企業や

団体に『RHEL5』を推奨する企業もあ

るようだ。

またレッドハットには、Javaによるオ

ープンソースミドルウェアとして企業ニー

ズに対応した『JBoss』がある。レッドハ

ット版は商用のJ2EEサーバに準拠して

おり、他社商用サーバと比較した場合、

同等かそれ以上の性能や拡張性、柔

軟性、可用性により、優れたWebアプ

リケーションを構築できる。Webコン

テナ（Tomcat）、SOAPなども同梱され

ており、『JBoss』を導入するだけで容易

にWebアプリケーションの動作環境を

入手できる製品構成だ（図1）。オープ

ンソースミドルウェアなので、ライセンス

料金は発生せず、劇的なコスト削減が

可能になる。高度なWebアプリケーシ

ョン構築により、優れた効果と運用コ

スト削減を求める企業ユーザに、導入

をお勧めしたい最適な製品だ。

敷居が低く間口は広く
サポートも万全

レッドハットでは、『RHEL5』と『JBoss』

を中堅・中小企業や地方に拠点を構え

る企業にも普及させたいと考えている。

コスト削減のためにOSSの導入を検討

したいが、社内にOSSのエキスパート

がいないことで二の足を踏んでいる企

業も多いはずだろう。そこでレッドハッ

トでは、中堅・中小企業へソリューション

提案を行っている大塚商会グループを

通じて、パートナー様とビジネスチャン

スを共有したいと考えている。レッドハ

ット自身はシステム構築部門を持たな

いため、構築事例の豊富さとノウハウ

において大塚商会グループに全幅の

信頼を置いているのだ。

大塚商会グループは、レッドハット日本

法人が設立される以前からOSSに着目

し、さまざまな導入実績によりノウハウを

蓄積してきている。これにより『RHEL5』

や『JBoss』に関して、ハードウエア、OS、

アプリケーションにおいて導入・運用・コ

ンサルティングまで充分なサポート体制

を用意している。

『RHEL5』は商用ソフトとの混在シス

テム構築にも対応しており、システム導

入後の運用サポートもあるので安心し

て運用できる（表1）。大塚商会グルー

プが構築支援したシステムについて

は、アプリケーションの使用方法や設定

の変更方法、障害発生時の技術支援

はもとよりOSやアプリケーションのアッ

プデートに関しての技術支援、およびメ

ールや電話でのサポートサービスなど

を受けることができる。また、障害時

などの急なトラブルに対応したオンサイ

トサービスやLinuxのセキュアOSモジ

ュール導入にも対応している。

『JBoss』については、コンサルティン

グサービス「Webシステムコンサルティン

グ」を提供している（表2）。標準的な「イ

ンストレーションサービス」、他のアプリ

ケーションサーバからの移行や、従来の

インフラを『JBoss』のミドルウェアに置き

換えるなどのコンサルティングを行う「マ

イグレーションサービス」、導入を支援す

る「導入コンサルティング」のほか、「開

発」「運用」「SOA構築」の各コンサルテ

ィングサービスが用意されている。ユー

ザは必要な部分の導入・運用コンサル

ティングの選択が可能なので、導入・運

用面でも低コストを実現できる。

レッドハットのOSS『RHEL』と『JBoss』

を活用することで、パートナー様にとっ

ては、敷居が低く間口の広いビジネス

チャンスをつかむことができるだろう。

しかしOSSのシステム構築･運用を提

案するには数多くのノウハウが必要な

ので、まずは大塚商会BP事業部に問

い合わせてみてほしい。ユーザ企業に

応じた提案やサービス、構築支援が受

けられるはずだ。
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Focus  システムの運用管理コストを低減するオープンソースソフト

景気後退局面に突入し、企業は可能な限りのコスト削減が迫られているはずだ。IT投資

に関しても運用コストの大幅な削減を考慮するなら、オープンソースソフトウェアの導入検

討も選択肢の一つだ。レッドハット株式会社（以下、レッドハット）の製品は、大企業による

数多くの導入実績により安定性の高さは実証されている。こうした時期だからこそコスト

削減を目的にシステム刷新を検討する中堅・中小企業に導入提案してみたい。

■表1　Red Hat Enterprise Linux 5のサポートサービス

■表2　JBoss Webシステムコンサルティングサービス

用途

サービス名 内容

インストレーションサービス

マイグレーションサービス

導入コンサルティング

開発コンサルティング

運用コンサルティング

SOA構築コンサルティング

お客様の環境に合ったインストールを実行

商用APサーバ製品からの移行支援

導入･開発･運用に関する問題解決のための最適支援

SOA基盤構築支援：SOAの段階的な導入で構築する支援

サーバ クライアント

CPU
メモリ

無制限
無制限

2
無制限

2
無制限

技術サポート
窓口対応時間

24時間
365日

平日
9：00～21：00

24時間
365日

平日
9：00～21：00

平日
9：00～21：00

Red Hat Enterprise
Linux 5 Advanced Platform

Red Hat
Enterprise Linux

Red Hat
Enterprise
Linux Desktop

ラインアップ

■図1　JBossの製品構成

基盤ソフトウェア

JBoss
 Enterprise 
SOA
 Platform

JBoss Enterprise
Application Platform

Red Hat Enterprise Linux（RHEL）
Windows、Solaris、UNIX&Linux 等

他の
AP Server

JBoss
Enterprise
Portal
Platform

JBoss Seam

JBoss
Hibernate

JBoss jBPM

JBoss Rules

フレームワーク

■Red Hat Enterprise Linux（RHEL）

『Red Hat Enterprise Linux』は Linuxサーバのデファクトスタンダードとして、80％以上のシェ

アを持っており、社会のインフラおよび企業システムを支えるメインフレームやハイエンド

UNIXサーバ、PCサーバまで、一つのOSで対応する。新しい技術として注目されている仮想

化技術も、『RHEL5』に標準で組み込まれており、最新技術の導入とシステムの安定稼働を

両立させることができる。

■JBoss Enterprise Middleware（JBoss）

JBoss はオープンソースのJavaアプリケーション基盤としてワールドワイドで支持を得ている

ミドルウェアソフト。高性能、安定性を確保しながら低価格なシステム基盤を提供することが

可能で、システム・インテグレータの業務システム提案の間口を拡大することができる。

アプリケーションサーバをクラスタ構成にした場合

Webブラウザ Webサーバ
（Apache）

DB
(Postgre SQL)

Java
アプリケーション

アプリケーション
サーバ（JBoss）

Java VM

システムの運用管理コストを低減するオープンソースソフト
レッドハット『Red Hat Enterprise Linux』と
『JBoss Enterprise Middleware』の導入・運用サポートサービス
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IT系雑誌やインターネットのコラムなどで広く活躍するフリーライター。
執筆歴は15年以上におよぶ。1960年生まれ。

コラム　IT Trend Watch
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文：元麻布春男
T r e n d
W a t c h

【 元 麻 布 春 男 】

この秋に米国で開催されたマイクロソフトの開発者

向けイベントで、次バージョンとなるWindows 7の姿が

見えてきた。Windows Vistaをベースに、新しいユー

ザインターフェイスを採用することで使い勝手を高め、

広範な普及を狙うというのがマイクロソフトが描くシナ

リオだ。

一昨年の11月にリリースされたWindows Vistaは、

残念ながらマイクロソフトや業界が期待したようなヒッ

トにはならなかった。Windows XPとの互換性の問題

に加え、初期のWindows Vistaが持っていた不具合

（ほとんどはSP1で修正されたが）の影響もあり、企業、

コンシューマを問わず人気を得ることができていない。

さらに2008年最大のヒット商品となった低価格ミニノ

ートPC（その代表的なプラットフォームがIntelのAtom

プロセッサを搭載したNetbookである）が、ハードウェ

アリソースの問題から、ことごとくWindows XP搭載と

なったのも、Windows Vistaのイメージを傷つける結果

となった。Windows Vistaの最大のライバルは、Mac

OSやLinuxではなく、自社製品のWindows XPだった

のである。

しかしWindows Vistaには優れた部分もたくさんあ

る。強化されたセキュリティ、将来を見据えた高度な

グラフィックス、堅牢なドライバモデルなど、開発に要

した6年間は無駄に費やされたわけではない。これか

ら登場するUSB 3.0をはじめ、徐々にWindows Vista

以降でないと対応できない技術やデバイスも増えてく

るだろう。Windows 7がその不人気にもかかわらず、

開発のベースにWindows Vistaを選んだのは、こうした

先進性を生かすために違いない。

Windows 7が背負うのは、Windows Vistaが果たせ

なかった新しいWindowsであるVistaアーキテクチャへ

の移行だ。そのためにWindows 7は、Windows Vista

とはまったく違う名前を与えられ、フレッシュな外観と

操作性を備える。

その一方で、低価格ミニノートPCへも対応可能なよ

うにインストールサイズの縮小、使用メモリ量の削減が

行われる。システムの起動に直接影響しないデバイス

ドライバ、特に古いものを中心にWindowsのパッケー

ジから外し、Windows Update等によるオンライン提

供へ切り替える。画面の描画データのダブルバッファ

リングをやめて、ウィンドウ描画に必要なメモリ量を削

減する、といった変更が行われる見込みだ。

Windows Vistaに引き続きWindows 7にとって最大

のライバルも、やはりWindows XPになるだろう。発売

から7年を経て枯れたWindows XPは、それだけで手強

い相手だ。と同時にWindows 7は、Windows Vistaに

ついてしまった悪いイメージとも戦わなくてはならない。

マイクロソフトはWindows 7のリリース時期につい

て、明確な期限を示していない。が、Windows Vistaの

リリースから3年後にあたる、2009年末から2010年

早々を目指しているのは間違いないところだろう。これ

からの約1年がまさに正念場というわけだ。

最近、マイクロソフトのライバルとして、Googleに代

表されるクラウドコンピューティング企業が挙げられる

ことが多い。しかし、そうした企業と戦う前に、まず過

去の自社製品に勝つこと。それが最もマイクロソフト

に求められていることだろう。
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2 0 年 に 一 度 の

危 機 と 向 き 合 う 心 構 え

難攻不落のユーザーをつかめ

柳原秀基の目 から鱗 の I T 夜話

t e x t × H i d e k i  Y a n a g i h a r a 【 柳 原 秀 基 】

1980年代から国内機械製造メーカーの社内SEを経験。主に
AS/400,Windows NTによるシステム構築を担当。Windows系ユーザコ
ミュニティの設立に参画し、代表を務める。現在は大阪市立大学大学
院創造都市研究科博士（後期）課程に学生として在籍しつつ、大学非常
勤講師、講演を行っている。Microsoft MVPを受賞。著書に「システム
管理者の眠れない夜」(IDG)など。
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ITと伊勢神宮は裏でつながっている？

１年を表す漢字として「変」が選ばれているほど、落ち

着きのない2008年が終わりました。今回は正月らしくお

伊勢さんのお話から。

みなさんは、伊勢神宮の伝統行事である式年遷宮

（しきねんせんぐう）をご存じですか？正確には神宮式

年遷宮というもので、20年ごとに神宮のすべての社殿

と鳥居を建て替え、神体を遷すという行事です。西暦

690年から続いており、前回は1993年に行われ、次回

は2013年の予定です。

なぜこのような話を始めたかというと、どうも日本の景気

変動というものは、この40年ほどの間、式年遷宮とタイミ

ングが合ってきているからなのですね。前々回の式年遷

宮は1973年ですが、その前20年間はいわゆる高度経済

成長の時代でした。神武～岩戸景気、東海道新幹線の

開業や大阪万博、いざなぎ景気と続きましたが、1973年

の式年遷宮を境に、第四次中東戦争が勃発、第一次・

第二次と続くオイルショックが起こり、急速に景気は後退

しました。それから20年後の1993年はどうでしょう。式年

遷宮の前年に土地バブルが崩壊しています。拓銀、長銀、

日債銀、山一證券などが続 と々破たんし、リストラという言

葉が日常語になってしまいました。この調子でいくと、次回

の式年遷宮が行われる2013年前後で景気が後退してく

ることになると予想していたのですが、2008年の日本経済

を襲った危機を見ると、どうやら前倒しですね。これではお

先真っ暗なのですが、IT業界にとっては逆にチャンスの時

代なのだということを知ってほしいと思います。

1973年はパソコン元年です。インテル社からi-8080

8bit MPUが発売され、続いてMC6800やZ-80などが発

売されています。パソコンという商品が急成長を始めた

年です。

1993年は企業でのネットワーク元年でしょう。

Windows 3.1Jが発売され、前年にはNetWare 3.11J

が登場しています。つまり、日本でのWindowsとLAN、

そしてPCサーバの時代が幕を開けたのです。1995年

にはWindows 95が発売され、一気にインターネットが

普及したのは、皆さんもご存じのとおりです。つまり、式

年遷宮の後というのは、世間の景気は悪い時代ですが、

新しいIT技術の登場によって、次の時代が始まる時期

でもある、ということになります。

2009年の漢字は「破」？

経営が悪化した企業の経営層からは、IT担当者たち

に対して「新規開発の凍結」「システム運用経費の削減」

という指令が飛んでいるはずです。

しかし、すぐにできることといえば、運用担当者の数を

減らすぐらいで、社員用のPCやソフトの費用はおいそれ

と減らせません。するとターゲットはサーバ系やネットワ

ークになります。容易に思い浮かぶのはHyper-Vによる

仮想化や、クライアント環境にはTerminal Serviceや

App-Vということになります。

2009年から、多くの企業はIT経費の削減に躍起にな

るはずです。そのためには、今までは躊躇していた新し

い技術を、そのリスクを被ってでも導入しようとするでし

ょう。不況の時代にIT系ビジネスは、こうしたリスクを乗

り越えて変貌を遂げていくのでしょう。このため筆者は、

2009年の漢字は「破」が相応しいと考えています。現状

を打破し突破していくために、破れかぶれであってでも、

企業は生き残りのために、リスクテイクしなければなりま

せん。それは新しいIT技術を導入していく強い動機にな

るはずです。リスクを取ろうとしないIT担当者を論破して

いくことも必要かもしれませんね。

第七夜
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最新ITキーワード
コンサルタントに聞け

IT導入指南
社団法人中小企業診断協会IT利活用研究会

72

既存のシステムをリプレイスしたり、新規にITを

導入する目的は、業務の効率化や売上・利益を伸

ばすためが多いものです。しかし、当初の目論見

に反し目的を達成できないケースが多々あります。

例えば、A社では顧客別に受注動向、問合せ内

容等を関連付けることで機会損失を抑えようと、

顧客データベースを導入しました。新システムの

導入時に、関連部署の組織変更やスタッフへの教

育を行った結果、導入時に予定していた「スタッフ

が新システムをある程度使えるようにする」という

成果は上げることができました。しかし、本来の目

的である「1年以上の継続使用後に機会損失を導

入以前よりも抑える」ことは達成できませんでした。

それどころか運用スタッフは、新システムを運用す

ることが「目的」となってしまい、本来の目的である

「機会損失の低減」の達成が忘れられ困難となりま

した。

次に、教育事業を行うB校ではグループ校全体

の経営資源を有効活用して業務を効率化すること

を目的に、ERPパッケージを導入しました。

しかし、現場ではERPパッケージの利用はでき

ましたが、活用の仕方を誰もしっかりと理解できて

おらず「経営資源の有効活用と業務の効率化」と

いう本来の導入目的が達成できませんでした。

上記二つのケースは、同じ理由で「本来の目的」

を達成できませんでした。それは「運用スタッフの

育成」です。運用スタッフにとって、システムのスム

ーズな導入や安定稼動は達成しなければならない

重要な使命です。しかし、いつの間にか運用する

こと自体が目的にすりかわり、本来の目的を達成

できない場合が多いのです。

新しいシステムを導入し、本来の目的である業

務の効率化、増収・増益を達成するためには、運

用スタッフがその目的を理解し、目的達成レベル

でシステムを運用できる知識とスキルが必要で

す。さもないとシステムが安定的に稼動するよう

になっても、本来の目的を達成できない状態が続

きます。そうなると、システム導入を決断した責任

者は、システム自体が導入目的を達成できないも

のであったという認識を持つようになり、その不満

はSIなどシステム提供元や、導入に関わったコン

サルタントに向けられてしまいます。

システム提案側はスムーズな導入に尽力すると

同時に、事前に運用スタッフの知識とスキルを把

握して導入後のスタッフの配置や必要に応じた教

育プランなどを関連する経費として予算化する提

案をしておくことが重要です。
文責：小松和弘

システム導入時に注意すべきポイント
システム運用スタッフの役割を意識させる

第7回



7574

コ
ラ
ム
　
知
れ
ば
お
得
な
　
最
新
Ｉ
Ｔ
用
語
検
定
！

コラム　知ればお得な　最新IT用語検定！

デジタル文書の標準フォーマットといえば？

1. PTA

2. PPM

3. PDF

4. PCB

2.45GHz帯の電波を利用した短距離無線通信技術は？

1. ブルートゥース

2. レッドトゥース

3. ピンクトゥース

4. プリントゥース

英語で「悪意をもつソフトウェア」を意味する困った

ソフトは？

1. シカクウェア

2. サンカクウェア

3. バツウェア

4. マルウェア

設　問 0 3

設　問 0 2

設　問 0 1

人と人とのコミュニケーションを促進させるWebサ

ービスは？

1. オーシャン・ネットワーキング・サービス

2. ソージャン・ネットワーキング・サービス

3. ソーデショ・ネットワーキング・サービス

4. ソーシャル・ネットワーキング・サービス

汎用性の高さが最大の特長のオブジェクト指向言語

といえば？

1. ジャバ

2. ジュバ

3. ジャン

4. ジャロ

デジタル家電向けインターフェース規格といえば？

1. ロー-デフィニションマルチメディアインターフェース

2. ハイ-デフィニションマルチメディアインターフェース

3. タイ-デフィニションマルチメディアインターフェース

4. ヘン-デフィニションマルチメディアインターフェース

設　問 0 6

設　問 0 5

設　問 0 4

t e x t × G e n s e i  S h i m a k a w a 【 島 川 言 成 】

PC黎明期は秋葉原の有名量販店幹部、PC成長期は国内機械翻訳ベ
ンチャー管理職及び外資系音声認識・合成企業、国内マーケティング
部長、セキュリティベンチャー企業社外取締役。PC成熟期はデジタルク
リエイター養成専門学校講師、IT関連ライター。硬軟自在にIT業界を活
写する定評は高く、数多くのファンを持つ。

知ればお得な

最新IT用語検定！
島川言成のオモシロマジメ解説付き

【第6限目】

■今月のメッセージ

丑年になりました。兜町で働く証券アナリストが、丑年は金融がモ～

れつに荒れる年と教えてくれました。昨年９月のリーマンショック以後、

暴風雨が吹き荒れていますが、やまない雨はないのです。外部環境が

行方知れずならば、内部環境を知的武装して来るべき時のためにパワ

ーを蓄積させましょう。どうやって？ もちろんこの検定でです。本年も

よろしくお願いします。

○設問01 みんなでウシしと喜べるPDF（Portable Document Format）

アドビが開発したデジタル文書の標準フォーマットがPDF。確定申

告の印刷用にも採用されているくらいですから、その普及具合がわか

るでしょう。PDFが便利な点は、相手のPCの機種や環境を考えなく

ても、オリジナルイメージを送信したり再生できる点です。文字情報だ

けでなく、フォント、サイズ、字飾り、画像、レイアウト情報なども共有でき

ます。PDF文書の作成するにはAdobe Acrobatなどが必要になり

ます。PDFを表示させるにはAcrobat Readerが必要です。

Acrobat Readerのほうは、ネットから簡単にダウンロードできますね。

○設問02 狭い場所でウシしと喜べるBluetooth

数メートル程度の機器間接続に使用される短距離無線通信技術

がBluetoothです。ノートPC、PDA、携帯電話などで多様な機器

が活用されています。音声やデータのワイヤレス送受信も可能にな

ります。Bluetoothは免許なしで利用できる2.45GHz帯の電波を利

用していて、１Mbpsの速度で通信できます。送受信距離は、10メ

ートル以内ならよほどのことがない限り利用可能です。消費電力も

少なく製造コストも安価なので、数千円の予算で環境を整備できま

す。東芝、エリクソン、インテル、IBM、ノキアが中心となって規格を

提唱しました。

○設問03 モ～嫌だ思うマルウェア（malware）

英語で「悪意をもつソフトウェア」を malicious softwareと言います。

それを省略したのがマルウェアです。悪意あるソフトの代表といえば、

コンピュータウイルスやワームがありますが、他にもクラッキングツール、

スパイウェア、アドウェアなどもマルウェアです。一般的なPC用OSは、実

解　説

行したい処理に応じて利用者が自由にソフトウェアを追加できます。

専門家ならシステム内部の設定まで変更可能です。ここに悪意が加

われば、ネット経由でマルウェアを流布させることが可能なため、国際

的な対策が求められる問題になっています。

○設問04 モ～っと集まれSNS（Social Networking Service）

人と人との連携を促進・サポートしてくれるコミュニティ型のWebサ

イトがSNSです。友人や知人とのコミュニケーション手段や場を提供

したり、趣味や嗜好、居住エリア、出身校などのつながりを通して、

新たな人間関係を構築する場を提供します。既存の参加者の招待

制が普通ですが、登録制を参加条件にしたサービスも登場してい

ます。SNSは無料サービスと有料サービスを使い分け、収益モデ

ルはサイト内広告やEC紹介料などです。国内では「mixi」が大きな

シェアを占めますが、次を狙うサービスも続々発表されています。

○設問05 ネットでウシしと嬉しいJava

サンマイクロシステムズが開発したプログラミング言語がJavaで

す。C言語的な表記法を採用し、その欠点を改善させたオブジェク

ト指向言語です。セキュリティ機構、ネットワーク関連機能が標準搭

載され、ネットワーク環境利用を前提とした仕様になっています。

Javaで開発されたソフトは特定のOSやマイクロプロセッサに依存せ

ず、どのプラットフォームでも動作可能です。この汎用性の高さは

Java最大の特長で、「Write Once, Run Anywhere（一度コードを

書けばどんな環境でも動作する）」がキャッチコピーです。

○設問06 配線まわりはHDMI（High-Definition Multimedia Interface）

PCとディスプレイの接続標準規格DVIを基に、音声伝送機能、著

作権保護機能、色差伝送機能などを付加したデジタル家電向けイン

ターフェイスがHDMIです。2002年12月に最初の仕様が策定されまし

た。映像・音声を非圧縮でテレビ側に転送できるので、デコーダーの

ような専用チップやソフトウェアを介在させる必要がなくなりました。接

続機器間をお互いに認識できるインテリジェント機能

をもっています。映像・音声・制御信号が一体化した

シングルケーブルなので、わずらわしいケーブル接続

を簡略化することもできます。
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